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販売店様・施工業者様へのお願い
本書は、お客様が本製品を適切にご使用いただくための説明・注意事項が記載されて
おります。必ずお客様にお渡しください。
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取扱説明書

このたびは、弊社製品をお買い上げいただきありがとうございます。
安全にご使用いただくために良くお読みいただき、大切に保管してください。

取扱説明書No.R－160053 初版

T型メカ 大型窓用



安全上のご注意（必ずお守りください）

※本書は、お買い上げいただいた製品を安全にご使用していただくために特に注意していただくことを
表示してあります。取付け前に必ずお読みいただき、適切な取扱いをお願い致します。

●本書では、表示内容を無視して誤った使い方をした時に生じる、危険や損害の程度を次の表示で
区分し、説明しています。

●本書では、お守りいただく内容の種類を、次の図記号で区分し説明しています。

製品の取扱いにおいて、その行為を「禁止」する図記号です。

製品の取扱いにおいて、指示に基づく行為を「強制」する図記号です。　

注意
本製品は屋内用です。屋外へは取付けないでください。　

高温多湿の条件下や水に濡れることが予想される場所へは取付けない
でください。

製品は、水平に取付けてください。

　

■取付け上のご注意（取付け前に必ずお読みください）

付属のブラケット取付けネジは木部用です。木部以外には使用しないでください。

本製品を取付ける下地の強度や材質を確認し、施工してください。確実に下地に取付け
ていない場合は落下の原因になります。

取扱説明書に記載されているブラケット取付け数量と取付け位置は必ずお守りください。
本体が落下する恐れがあります。

警告

警告

注意

製品の取扱いを誤った場合、死亡または重傷を負うことが想定される
危害の程度を示しています。

製品の取扱いを誤った場合、傷害を負うことが想定されるか、または
物的損害の発生が想定される危害・損害の程度を示しています。
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注意

必ず操作コードを持って操作を行ってくださ
い。スクリーンやローラーパイプ、ウエイト
バーを持って操作を行わないでください。

開閉動作の範囲内に破損の恐れがある物や操
作の障害となる物を置かないでください。

製品は決められた製品高さの範囲でご使用く
ださい。範囲以上でご使用になると、スクリー
ンの落下、破損の原因になります。

強風の時は、必ず窓を閉めるかスク
リーンを巻上げた状態にしてください。

メカ部の分解や可動部への注油は、破
損や故障の原因となりますので絶対に
おやめください。

火のそばでのご使用は
絶対におやめください。

■使用上のご注意（ご使用前に必ずお読みください）

警告

製品に物を吊り下げたり、ぶら下が
らないでください。製品が破損した
り、落下する恐れがあります。

急激な操作や無理な操作は、絶対にお
やめください。製品の落下や、破損など
の恐れがあります。

コードやチェーンが体に巻きついたり、引っ掛かるよう
なことをしないでください。事故の恐れがあります。

操作しない時は、お子様の手が届かない位置でコードを
束ねて、コードクリップで留めてください。
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製品全体図及び部品名称

①ブラケットカバー
②ブラケット
③ローラーパイプ
④コードブラケット
⑤操作コード
⑥ウエイトバーキャップ
⑦ウエイトバー
⑧スクリーン
⑨コードクリップ
⑩メンテナンスシール

部品名

■製品重量　
7.2kg（幅2000mm×高さ2000mmの場合）
※ 製品重量は、スクリーン種類によって多少異なります。 

T型メカ 大型窓用
※イラストは右操作仕様です。

※ブラケットとコードブラケットの大きさは、製品サイズ、スクリーンの仕様に　
　よって異なります。

■付属部品

ブラケット コードブラケット メジャーテープ ブラケット
取付けネジ部品名 コードクリップ

800～3000 1個 1個 1枚 8本 1個

製品幅
［mm］

取付けネジ
（ナベφ4×20）

⑤

⑥

①
②

③

④

⑦

⑧

スクリ
ーン
幅製品高さ（H）

製品幅
（W）

⑩

⑨
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製品の取付け/取外し方法

■取付けの種類

　〈天井付けの場合〉
窓枠の内側に取付ける方法

窓
枠

窓
枠

〈正面付けの場合〉
窓枠の外側や壁面に取付ける方法  

■ブラケットとスクリーン本体の取付け方法

〈天井付けの場合〉 〈正面付けの場合〉

110
（130） 

70

3418

70 34

100
（120） 

18

24 24

  

製
品
高
さ（

　） 

H

  

製
品
高
さ（

　） 

H
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■スクリーン本体の取付け方法
※コードブラケットは〈天井付けの場合〉と〈正面

付けの場合〉で設定が異なります。取付け前に
確認し、変更する場合は、操作コードの根元部
を回して設定しなおしてください。

　

❶ブラケットの中央にある丸穴にメジャーテー
プを取付けてください。

❷左右のブラケットをメジャーテープをつけた
まま、丸穴と長穴を使用し、どちらも取付け
ネジ4本でしっかり取付けてください。ブラ
ケットは左右が平行になるように注意してく
ださい。

※ 寸法はサイズ（幅）と同じになります。ブラ
ケットを取付け後、メジャーテープを外して
ください。

❸コードブラケット側のシャフトにスクリーンのプ
ラグ側を差し込んでください。

メジャーテープ 

ブラケット

メジャーテープ 
（位置決めテープ） コード ブラケット 

取付け位置寸法 
（左右平行に） 

変更する場合は、
操作コードの根元部を
回してください。

〈天井付けの場合〉 〈正面付けの場合〉

プラグ側 
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❹反対側のセンターピンをブラケットに押し上
げてはめ込んでください。外れ止めのラッチ
がありますので、確実に差し込んでください。

❻ 製品取付け後、以下の操作を最初に行なってく
ださい。奥側のコードをやや強めに引き下ろし
てください。カチッと音がして初巻きロックダイ
ヤルが解除し、自動的にバランサーが作動し、操
作が可能になります。

❺ブラケットカバーをはめ込んでください。

 

ラッチ 

センターピン

ブラケット

ブラケットカバー

 

カチッ 

奥
の
コ
ー
ド
を
強
く
引
く

ロックダイヤル（ロック状態） 

ロックダイヤル（解除） 
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■スクリーン本体の取外し方法
❶ブラケットカバーを外してください。　
❷スクリーンを巻き上げてロックダイヤルを矢印
方向にスライドさせると、「カチッ」と音がして
初巻スプリングがロックされます。

❸操作側と反対側のスクリーン本体を軽く持ち
上げ、ブラケットの先端にとびでている2つの
ラッチを手前に起こし、スクリーン本体を取り
出してください。

ラッチ
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お子様を操作コードで遊ばせないでください。首や体に巻き付く等して思わぬ事故を招
く恐れがあります。

注意

●このコードクリップは、お子様が操作コードを首
や体に巻きつけて、思わぬ事故を招くことを防
止するための部品です。

●コードクリップを操作コードに取付け、お子様
の手が届かない位置で操作コードを束ねて、
留めてください。

■コードクリップの取付け/使用方法

レバー

コードクリップ

操作コード
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■スクリーンの降ろし方　　

　奥側の操作コードを引いてください。　

■スクリーンの上げ方
　手前側の操作コードを引いてください。

スクリーン スクリーン 

操作方法
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メンテナンスシール
●お買い上げの製品には、ウエイトバー右裏側に製品情報を記載したメンテナンスシールを貼
付しております。製品に関するお問い合わせや修理等の際にこのメンテナンスシールをご確
認ください。

ウエイトバー

■ 生産日：
■ 品　名：

■ 受注No：＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ Made in Japan

＊＊年＊＊月＊＊日
サンゲツ RB＊＊＊
RS-＊＊＊＊　1660×890

サンゲツRB＊＊＊　RS-＊＊＊＊　1660 × 890
機種名 色柄品番 製品幅 製品高さ

生産日が記載されています。

製品仕様が記載されています。

 

　
現　象 原　因 処　置

▼

“故障かなと思ったら”
■こんなとき

● スクリーンが巻き上がらない。
又は、途中で止まってしまう。

● 巻き上がらない位置
でスクリーン本体を
取外し、スクリーン
を全て巻いた状態で
取付けてください。

ストップコントロールの位
置がずれたと思われます。

お手入れ方法

●日頃のお手入れはハタキやハンドモップ等でほこりを落としてください。
●水拭きや水のかかる場所でのご使用は、スクリーンが変色する場合がありますので避けて

ください。
●スクリーンは特殊樹脂加工されていますので折ったり曲げたりするとシワやクセが残り元に戻ら

ない場合がありますので充分注意してください。

梱包材の処理方法

●梱包材は可燃ゴミと不燃ゴミに分別して処分してください。
●各自治体により分別基準が異なりますので、それぞれの自治体の規定に従って処理してください。
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